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会議の議題 

(1) 副会長の選出について 

(2) 第９期介護保険事業計画（令和６年度）の実績報告につ 

いて 

(3) 第１０期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策 

定に係る調査項目について 

ア 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

イ 在宅介護実態調査 

ウ 介護人材実態調査 

(4) その他 
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は非公開の別 
公開 
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別紙 

発言者 発言の要旨 

事務局 

 

 

 

 

(議題１) 

 

 

 

(議題２) 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

第２回介護保険等運営審議会 開会のあいさつ 

「ふじみ野市介護保険条例施行規則」第３０条第２項の規定に

より、委員の出席が過半数に達しているため、会議の成立を認め

る。 

 

副会長の選出について 

 

委員の互選により、市來副会長が選出された。 

 

第９期介護保険事業計画（令和６年度）の実績報告について 

 

資料に沿って説明 

 

【質疑等】 

質問・意見１ 

２ページ、（２）所得段階別滞納状況について。滞納者の４９

人は介護保険サービスを受けているのか。また、滞納者が介護保

険サービスを受ける必要が生じた場合、何かしらのペナルティー

はあるのか。 

質問・意見２ 

３ページ、（１）第１号被保険者異動者数一覧について。転入

者と転出者の介護保険料所得段階の割合は把握しているか。 

質問・意見３ 

６ページ、年度別介護保険料所得段階別人数について。介護保

険料の基準額は国が示しているものなのか。 

 

回答１ 

質問・意見３について、介護保険料の基準額は自治体ごとに異

なるものであり、介護保険サービスをどのくらい利用しているか

といった給付費から算出して決定している。 

 

回答を受けて 

保険料率について、近隣市町村との整合はとれているのか。ふ

じみ野市は、低所得者には低く、高所得者には高い保険料率とな

っているため、低所得者が多く転入してくるといった状況にはな

っていないか。 
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事務局 

 

 

 

第１段階から第３段階の保険料率については、介護保険法で定

められている範囲より自治体が定めることになっており、自治体

間で大きな差はない。ただ、ふじみ野市では第１段階から第１７

段階まで定めている段階数は自治体により異なる。段階数を増や

すことで高所得者の負担が増え、介護保険料の基準額が下がり、

低所得者の負担が軽くなる仕組みとなっている。 

 

低所得者の保険料率が低いことで、低所得の転入者が増え、介

護財政に支障をきたすのではないかと思い質問した。 

 

埼玉県内において、ふじみ野市の介護保険料の基準額はほぼ中

間の水準に位置している。 

 

回答２ 

質問・意見１について、介護保険料を１年間滞納すると、サー

ビス利用時に一旦全額を支払った後、申請によって払い戻しを受

ける償還払いとなる。さらに１年半滞納が続くと、市からの給付

金の一部または全部が一時的に差し止められ、滞納が継続する場

合は、差し止められた給付費から介護保険料が充当されることに

なる。 

 

回答を受けて 

介護保険料滞納者となる４９人のうち、介護保険サービスを利

用している方はいるのか。 

 

２ページ、（３）給付制限の状況にある「給付額減額」は、２

年以上介護保険料を滞納した場合に該当するものとなり、７人が

該当している。この場合、介護保険サービスの利用者負担が増加

するほか、高額介護サービス費の給付対象外となるなどの制約が

生じる。 

 

介護保険サービスは、市民が支払った介護保険料と税金を投入

して運営されているものとなるため、不公平のないように収納し

てほしい。 

 

回答３ 

質問・意見２について、転入・転出者について詳しく分析はし

ていないが、６ページ、年度別介護保険料所得段階別人数におい
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(議題３) 

 

 

事務局 

コンサル 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

て、令和５年度から令和６年度にかけては第６段階以上の方の割

合が増加しているため、本人が市民税課税の方の転入が多かった

のではないかと推測する。 

 

質問・意見４ 

介護保険料について、特別徴収と普通徴収の違いを知りたい。 

 

回答４ 

特別徴収は年金からの天引き、普通徴収は納付書や口座振替で

の支払いとなる。年金収入が年間１８万円以上の方は原則として

特別徴収が義務付けられているが、６５歳になったばかりの方や、

転入してきた方など、一定数の方は普通徴収となる。 

 

質問・意見５ 

生活保護受給者も第１段階として介護保険料が徴収されている

のか。 

 

回答５ 

徴収される。 

 

第１０期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定に係る

調査項目について 

 

資料に沿って説明 

 

【質疑等】 

質問・意見６ 

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」４ページ、問１３につ

いて。移動手段として「ふじみん号」があると思うが、「路線バ

ス」に含まれると考えて良いのか。 

 

回答６ 

路線バスに含めて考えている。 

 

回答を受けて 

「ふじみん号」は市が積極的に力を入れて運営しているものな

ので、独立した選択肢があっても良いのではないか。 

 

市独自の選択肢も追加できるので検討する。 
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質問・意見７ 

同じく問１３について。「タクシー」の中には、「お出かけサ

ポートタクシー」も含まれるのか。「タクシー」というと、一般

的なタクシーを想像する方が多いのではないか。 

 

質問・意見７を受けて 

問１３-①、問１３-②は市独自の設問となるため、ここでいう

「タクシー」は、「お出かけサポートタクシー」を指しているの

か。 

 

質問・意見８ 

「看護小規模多機能型居宅介護」と「小規模多機能型居宅介護」

について、区別が難しいと思うので、わかりやすい文言があると

良いと思う。 

 

回答７ 

「介護タクシー」等を選択肢に入れることについて、検討する。

また、問１３-①、問１３-②については「お出かけサポートタク

シー」についての設問ではないが、ご意見見を参考に内容を検討

したい。 

 

回答８ 

「看護小規模多機能型居宅介護」と「小規模多機能型居宅介護」

については、「在宅介護実態調査」４ページ、問１３において、

注釈を入れている。 

 

回答を受けて 

注釈の※１「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」はふじみ野

市にないサービスなので、区別が必要だと思う。 

 

質問・意見９ 

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」は６５歳以上の方を対

象に２，０００人を無作為抽出、「在宅介護実態調査」は在宅サ

ービスを受ける６５歳以上の方を対象に１，５００人を無作為抽

出して調査を実施するとのことだが、回答率はどのくらいを見込

んでいるのか。 

 

回答９ 
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コンサル 

前回の実績は、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」対象者

数１，９９０人、回収数１，４１１件、回収率７０．９％、「在

宅介護実態調査」対象者数１，４１６人、回収数８０６件、回収

率５６．９％、「介護サービス事業所調査」対象者数１０８人、

回収数６２件、回収率５７．４％となっている。回収率の向上を

図るため、今回からはＷＥＢ回答を導入する。 

 

質問・意見１０ 

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」について、無作為抽出

ということだが、ふじみ野市の中でも地域性があると思うので偏

りがないようにしてほしい。 

 

回答１０ 

前回調査時も圏域ごとの回収率や分析をしており、今回も同様

の分析をする予定である。 

 

質問・意見１１ 

「介護人材実態調査」１ページについて。対象のサービスが記

載されているが、「訪問系サービス」について、訪問看護や居宅

介護支援が見受けられない。これは、一般的なサービスを載せて

いるのか。 

 

回答１１ 

国から示された資料を再度確認する。 

 

質問・意見１２ 

調査票は、本日の会議資料として配布されているままの用紙を

使用するのか。 

 

質問・意見１３ 

設問数が多いと回答率が低下すると思うので、ある程度精査で

きると良い。 

 

回答１３ 

設問数については、前回調査の内容を精査したのだが、再度検

討する。今回より導入するＷＥＢ調査については、市で構築して

いきたいと考えている。 

 

回答１２ 



 

 

 

(議題４) 

 

事務局 

重さによる郵送料等の関係もあり、実際の用紙はもう少し薄い

ものになる。 

 

その他 

 

次回運営審議会の日程について 

 

【質疑等】 

なし 

 

閉会 

 


